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計画（実績）額

100

今後の方向性
意識醸成を図るため、継続的にゼロカーボンミーティングを開催するのに合わせて、身近な事でも
ゼロカーボンにつながっていることを認識させるため、啓発物品等の全市町村への貸出や各市町
村での環境学習会を実施する。
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事業を構成する細事業名等 実施内容

合　　　　　　計
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業
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・
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本事業を実施したことで、ゼロカーボン（SDGs）について学び、実践を一層拡大・深化させることを考えるきっ
かけづくりとなった。当日のアンケートでは、「ゼロカーボン（SDGs）について、何か行動しようと思った」という
問いに対して、75％の方が肯定的な回答であった。
しかしながら、「ゼロカーボン（SDGs）について知っているが、取り組みをしていない」、「ゼロカーボン（SDGs）
について知らないし、取り組みもしていない」との回答が50％ほどであり、具体的に何がゼロカーボンへつな
がる取り組みなのか認識していないことが考えられるため、これらの層への意識醸成が今後必要と想定され
る。

委託料1,000,000
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目 的
（目指す姿）

ゼロカーボン実現に向け、市町村、企業、ＮＰＯや地域が一体となり、協働して地球温暖化防止対
策に取組む環境先進地域づくりを目指す。

現 状 と
課 題

　当地域は、環境モデル都市である飯田市をはじめ、高い意識を持って再生可能エネルギー普及
等に取り組む事業者やＮＰＯ等が存在する一方で、具体的な取組が見いだせない小規模自治体
や事業者、住民も存在することから、2050ゼロカーボン実現に向け、地域全体の意識の醸成を図
り、行動変容を促すよう継続して取り組む必要がある。
　【R3年度の取組】　環境メッセの開催　R3.12.4,5
　　　参加者アンケートの回答でゼロカーボンへの理解が深まったと回答した人の割合が100％と
なった。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

　　「サスティナブルNAGANO共創プラットフォーム」の情報発信の機会として、ゼロカーボン社会の
実現に向けた環境先進地域づくりをテーマに開催される南信州環境メッセ2022における催物の一
つとして「ゼロカーボンミーティング」を開催する。

■ゼロカーボンミーティングin南信州　会場開催及びWeb開催
　　第1部　基調講演、先進取組例の発表（県内外の自治体や企業）、パネルディスカッション
　　第2部　高校生によるゼロカーボン社会実現に向けた討論
　
■南信州環境メッセ2022
　　開催日：令和4年11月5日、6日、会場：エスバード、主催：南信州環境メッセ2022実行委員会
　　内容：企業や団体、行政等のブース出展、ステージイベント、体験学習コーナー

事業期間

地域振興推進費事業計画・自己評価書　
提  出  区  分

令和４年４月 令和５年３月

実 施 機 関 南信州地域振興局 担
当
課

環境課

事 業 名 ゼロカーボンミーティングの開催
8-237-2154

横断的な課題

地域重点政策

minamichi-kankyo@pref.nagano.lg.jp

令和5年5月23日整理番号

70%

300

9 課題区分

（単位：円）

Ｃ

「環境先進地南信州」らしいゼロカーボン等の取組の推進

南信州地域振興局省エネ・再エネ、CO2吸収対策、プラスチックスマート運動の推進

成果

1,000,000企画運営業務委託
事業の企画、出演者調整、
広報・集客、運営、設営・撤
去等一式

上記アンケート回答者数 100

備考

達 成 状 況

メッセのアンケートの回答で肯定的回答（ゼロカーボンに対
する理解が深まった、今後行動に移したい　等）の割合

環境メッセ参加者数

1,000,000

成　果　指　標

75%

2,163

目標値

達 成

一部達成

未 達成


